
 - 1 - 

第 5 回未来会議（全体会） 議事録 

⽇時：令和 3 年 7 ⽉ 18 ⽇（⽇）13:30〜16:20 

会場：⻄集会所 

出席者：（順不同、敬称略） 
須都 紘（会⻑）、伊藤 智⼦、梅本 慎⼆郎、中⾕内 政之（以上 副会⻑） 
鎌⽥ 卓（事務局⻑）、鈴⽊ 豊（書記・広報）、蔵⽥ かほり（会計） 
⽥⼝ 信義、中世古 昭⼀、⿊部 實、⼭地 祐輔、⼭⽥ 勲、須⽥ 健⼀、野津 拓也、
⿊⽥ 勝⾏、福家 稔、⾕猪 富貴⼦、⼭⽥ 修 

⽋席：渡辺 昇 
傍聴：中尾議員（⽣駒市議会） 

配布資料： 
① 議題 
② ⿅ノ台中期まちづくりの課題と対策 
③ ⿅ノ台⾃治活動 保存⽂書・資料「⽬録」 
④ ⿅ノ台未来まちづくり：中期計画⾻⼦（案） 
⑤ 転⼊促進対策調査部会 中間報告 
⑥ 「官⺠連携まちなか再⽣推進事業」について 

主な議事 

須都会⻑より 
・⻑かった梅⾬がようやく明けた。これからはコロナだけではなく熱中症にも気をつけな

がら会議を進めていきたい。 
・⽣駒市会議員の中尾議員から傍聴の申し出を受けた。今後、未来会議では⾏政と連携すべ

き事項がたくさん出てくるため、承認させていただいた。 
・会議の進め⽅について、皆さんにお願いがある。未来会議は⿅ノ台の未来の計画を⽴てる

会議として、皆さんに⾃由に意⾒を述べてもらう場である。皆さんそれぞれが対等である
との認識のもと、冷静かつ建設的な発⾔をお願いしたい。 

・また、皆さんからたくさん意⾒を出していただくという観点から、⼀回の発⾔は 5 分程
度とさせてもらいたい。5 分経過後は、僭越ながら司会から合図を出させていただく。 

・中期まちづくりの課題と対策については、追加で 4 名から提案を受けたので、発表して
いただく。 
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⿅ノ台中期まちづくりの課題と対策について 
⿊⽥構成員より 

・デジタル庁新設など、デジタル化の推進が国の⼤きなビジョンとして始まる。 
・⿅ノ台においても福祉施策を推進するため、住⺠のデジタル活⽤の向上が最優先課題で

あると考え、未来会議の分科会として「⿅ノ台情報広報 IT推進委員会」を⽴ち上げ、で
きるところから着⼿していくことを提案する。 

・この分科会には、「ホームページ作成」、「写真・ビデオ取材」、「写真・ビデオ編集」、「パ
ソコン・スマホ普及」、「デジタル普及」、「IT（パソコン・スマホ）よろず相談」、「管理・
広報」の他に、法的な検討を⾏う「法務」、⾏政などと折衝する「渉外」の合わせて 9つ
の部を設置したい。 

・これらの活動を通じてデジタル活⽤を普及させ、地域情報の共有、⽣活基盤の充実及び福
祉の向上を実現したい。 

・具体的には、⿅ノ台紹介ビデオの作成・管理、HPやライブ配信の充実させるほか、学習
会の開催などでデジタル難⺠を解消し、IT を使える⼈を増やすことにより⾃治会活動の
ペーパーレス化の推進と⽀え合い⽀援を拡充させたい。 

・これらの活動によって、⾏政・社会のデジタル化の動きにも対応していきたい。 
⽥⼝構成員より 

・⿅ノ台を思いやりの⼼を持った「元気・夢のある・住み続けたい街」にしたい。 
・移動／送迎などの課題に対し、連合会のほか、委員会・団体、11 ⾃治会など地域全体で
⽀えていかねばならない。 

・交通弱者に対して、⽣駒市においても地域に合ったオン・デマンド送迎が計画に組まれて
いるが、⿅ノ台では配⾞アプリを⽤いたDoor to Doorの送迎が実現できており、今後は
この取組みを⽣駒市内の他地域にも拡⼤させていきたい。 

・単位⾃治会の委員会が連合会や連合会の委員会と協調し、近隣住⺠の声を拾って⽀援や
⾒守りを⾏うことなどにより、⿅ノ台に⽀え合う輪を構築したい。 

・⾃治会活動のデジタル化を進めて情報格差を無くし、住み続けたい街、魅⼒ある街を実現
したい。このような取組みに有効なアプリ（結ネット）はあるが、費⽤がかかるため、他
地域との連携が必要。 
意⾒交換 

・IT 化を否定するわけではないが、デジタルだと話をしなくても済んでしまう。顔を合わ
せたコミュニケーションが⼤切ではないかと思う。 
→ IT 化を進める過程で、若い⼈が⾼齢者に使い⽅を説明することになり、コミュケーシ
ョンが期待できる。 

→ 顔を合わせたコミュニケーションは基本である。IT の良いところも活⽤していけば
よい。 

・メールだと⾔葉のニュアンスが正しく伝わらない事もありえる。 
→ いきなりデジタルだけでやりとりするのではなく、先に実際の⼈間関係を作ってから
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デジタルに移⾏すべきだと思う。 
・IT 化は⽬的ではなく、⾼齢者⽀援などの⽬的を実現するための⼿段ではないか。 
→ 効率よく⽬的を達成するための⼿段であると、承知している。 

・⾃治会活動で⽂書等を回覧するためのコピー作業が⼤きな負担になっている。 
→ IT 化が進んだとしてもいきなり回覧を全廃するわけにはいかない。コピーの回覧と
デジタルの回覧をしばらくは併⽤するしかない。 

→ 使ってみて「良かった」と実感してもらうことが⼤切。 
・⿅ノ台の紹介ビデオが古い（平成 27年作成）。そろそろ作り変える必要がある。 
・⻑期的な取組みが必要なものと、すぐやるべきものがある。 
・（会⻑より）IT 化と⾔っても範囲が広いうえに費⽤もかかる。何⼈かでもう少し具体的

な提案にしてもらいたい。 
⿊部構成員より 

・未来会議（仮称）設⽴準備委員会（以下、「準備委員会」という。）においては、SWOT分
析を中⼼に時間をかけて課題・対策を検討して最終報告書にまとめた。 

・今までの未来会議の議論を聞いていると、この最終報告書を踏まえた議論ではなく、⼀か
らの議論になっている気がしてならない。もっと最終報告書をベースにして議論をすれ
ば良いと思う。 

・⼀⽅ですべての課題を未来会議で検討できないため、私は「⿅ノ台の⼈⼝減少をいかに少
なくするか」を課題とし、⿅ノ台を住みたい街として選んでもらえるよう、客観的にデー
タを駆使した現状分析から始めたいと考えている。 
意⾒交換 

・初めてこのような会議に参加したメンバーとして、今までは最終報告書に書かれている
ことがきちんと実感できなかったが、これまでの議論を経て、ようやく最終報告書に書か
れていることがしっかりと理解できるようになってきた。時間がかかって申し訳なかっ
たが、このプロセスは必要だったと思う。 
中⾕内構成員より 

・平成 30年度に⾃治会⻑となり、以降、⿅ノ台のまちづくりに関わってきた。準備委員会
では、事務局⻑として報告書をとりまとめた。 

・その⼀⽅で、旧連合会事務所に未整理で積み上げられていた⾃治会活動の記録・⽂書を
「各⾃治会関連の⽂書資料」、「東・⻄・南・北集会所関連の⽂書・資料」及び「⾃治連合
会関連の⽂書・資料」に分類・整理して配置した。⽬録まで作成するのに 13 ヶ⽉間、か
かった。 

・⾃治連合会の⽂書・資料として、平成 15年まで発⾏されていた「こんにちは⿅ノ台」や、
⼟地開発・建設問題に関わる資料など、これまでの⾃治会活動の貴重な資料がたくさん出
てきた。 

・未来会議としてもこれら過去の取組みから学べることがたくさんあるはずなので、興味
がある⽅はぜひ⾒てください。 
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・まちづくりの課題と対策については、最終報告書ですでに提起済であり、その中から⼤事
なことを選んで取り組めば良いと考えているが、強いて課題を出すとすれば「⾃治会組織
の点検・再構築」と「⼈⼝減少下における地域活動の充実策」である。 

・⾃治会の会合に出ると、いつも同じ顔ぶれがいる。組織が固陋化しないよう、若いメンバ
ーに引き継いでいかねばならないと思う。 
意⾒交換 

・お⼀⼈で⻑期間にわたり⾃治会活動の記録・⽂書を整理していただいたことに感謝する。
⿅ノ台の 45年間に及ぶこれまでの⾃治会活動の重みを皆さんに改めて再認識していただ
きたい。 
→ （全員から⼤きな拍⼿） 
→ 追加で保存しておくべき記録・⽂書がありましたら提供願いたい。 

・これらの記録・⽂書をデータ化できないか。 
→ データ化する作業がたいへん。これからのものはデータで保管していけばよい。 

・（会⻑より）「⾃治会組織の点検・再構築」については、連合会と未来会議が協働で検討
していきたい。 

⿅ノ台未来まちづくり：中期計画⾻⼦（案）について 
・前回までの議論を踏まえて⼀部を修正したので、再提案する。 

理念（まちの将来像） 
・これまでいくつか案が提案されたが、その中から「みんなでつくる住みたくなるまち ⿅

ノ台」を選んでいる。 
・「みんなでつくる」は、⾃分たちでつくる主体性と住⺠みんなの参加を⽰している。 
・「住みたくなるまち」は、転⼊者にとっては魅⼒のあるまち、⾼齢者にとっては住み続け

たくなるまち、第⼆のふるさとを表している。 
基本⽬標 

・前回の提案を少し修正し、下記の 5 点とした。 
1. 安全・安⼼・防災のまちづくり 
2. ⼦育てしやすいまちづくり 
3. 花と緑豊かな癒しのまちづくり 
4. ⾼齢者にやさしい⽀え合いのまちづくり 
5. 交流・賑わい・⽂化の⾹りのあるまちづくり 
具体的な施策 

・それぞれの基本⽬標ごとに施策を上げた。項⽬がたくさんあるので、今後、どれを優先し
てやるのか検討が必要である。 

・これらの基本⽬標を実現するための横断的な取組みとして、「IT技術の活⽤・普及」、「⿅
ノ台⾃治会組織の課題検証と再構築」などにも取組む必要がある。 
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意⾒交換 
・理念はこれからキャッチフレーズとなる。外部向けのフレーズではなく、未来会議の中で
使うということなら、「みんなでつくる住みたくなるまち ⿅ノ台」でよいと思う。 

・現在、住んでいる⼈のことを優先するなら、「住みたくなるまち」ではなく、「住み続けた
いまち」の⽅が良い。 

・今までも苦労してみんなでまちを守ってきた。これからは次の世代でまちづくりを進め
てもらいたい。 
→ 若い世代がこれまでの活動を引き継いでいかなければならないと思う。若い⼈と⼀緒

にやっていけるよう、アンケートなどでやる気のある⼈を呼び込んで⾏きたい。例え
ば「写真を撮る」など、やることが決まれば応えてくれる⼈が居ると思う。 

・（会⻑より）未来会議の中⼼に据える理念として、いったん「みんなでつくる住みたくな
るまち ⿅ノ台」としたい。 

転⼊促進対策調査部会 中間報告 
・現役世代中⼼の部会なので、ビジネスチャットツールを導⼊し、オンラインで意⾒交換を

⾏ってきた。移⾏に少し時間はかかったがツールの使い勝⼿は良好で、効率よく意⾒交換
が進んでいる。 

・今後は、不動産事業者及び⿅ノ台で分譲住宅を販売中のハウスメーカーにヒアリングを
⾏っていく。 

・また、⿅ノ台の良いところを PRできるよう、チラシ作成、Web サイト新設の準備を進め
ていく。 

・これまではずっとオンラインでのみ活動しており、今⽇の未来会議終了後に初めて対⾯
でミーティングを⾏う。 

官⺠連携まちなか再⽣推進事業 
・事業を成功させるためにはどうしてもお⾦が必要なので、⾏政から補助⾦をしっかり獲
得しなければならない。⿅ノ台ではこれまで、ECOKA委員会、いきいきホール運営委員
会、いきいき街づくり会などで、⾏政・外部団体から⽀援を受けた実績がある。 

・今回は官⺠連携まちなか再⽣事業として、「⿅ノ台まちづくりプラットフォーム構想」を
提案している。⾃治会単独ではまちづくりの提案としては通らないので、⽣駒市の関係部
署と⿅ノ台⾃治連合会・関係委員会で構成するコンソーシアム（協議会）⽅式とした。 

・主な内容は「地域交流拠点の整備」、「地域交通の社会実験」、「安全・安⼼・防災・環境の
整備」及び「地域情報の発信改⾰」である。 

・具体的には、いきいきホールを ICT の集中コントロール拠点とし、地域の防災・防犯情
報、イベント・映像の情報などを地域社会で共有したい。例として、コミュニテイバスが
実証実験まで進んでいるなら、各バス停での乗降など利⽤状況のデータを取得するなど
ことを検討している。 

・賑わいの創出のため、可動テント屋根の導⼊などによりいきいきホールの多⽬的スペー
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ス（旧消防⾞庫跡）を交流スペースにすることなども検討している。 
・本申請の締切りは 11⽉。これから提出⽤書類を作成することになるが、たいへんな作業
量となる。 

・住⺠主体の取組みは稀であり、承認されれば⼤きなウリになる。 
意⾒交換 

・具体的な⽬的は何かがもうひとつわかりにくい。 
→ 承認されることが最優先であり、国の考え⽅と整合性を取ることを優先して、考えて

いきたい。 
・コミバスの乗降状況データをマイナンバーカードから取得することは可能なのか。 
→ 個⼈情報の取得は難しい。⼈数のカウントだけなら、なんとかなるだろう。 

・未来ビジョンの策定が前提だが、その費⽤も補助の対象である。 
・⿅ノ台を実証実験の場に活⽤してもらうのもよいと思う。 
→ 実証実験の場を探している企業は多い。地域にやる気があれば、乗ってくると思う。 

連合役員会との連絡会開催について 
・連合役員会と連携して進めるという未来会議の役割に即し、「⿅ノ台未来まちづくり中期

計画⾻⼦（案）」が概ね完成しつつあるので、連合役員と意⾒交換する連絡会を設定した
いと考えている。 

・9⽉の未来会議の前半を、連絡会としたい。 

中尾議員より 
・未来会議のことはずっと気になっており、今回傍聴して良かった。 
・⽣駒市には地域づくりのプロがいる。みなさんだけで検討するのはたいへんなので、プロ

の⼒に頼ってもよいと思う。 
・私の役割は地域と⽣駒市の橋渡し役だと考えている。今後もぜひ、傍聴させてもらいたい。 

その他 
・感染症対策もあり、会場の設営に時間がかかっている。申し訳ないが、構成員の皆さんに

も⼿伝ってもらいたい。 
・「東⻄」と「南北」に分けて交互に⼿伝ってもらいたいので、「東⻄」の構成員は次回の

会議に 13:15 に集合してください。 

次回 

⽇時 
8 ⽉ 22⽇（⽇）【注意：第 4⽇曜⽇】13:30 - 15:30 
※「東⻄」の構成員は 13:15 に集合 
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会場 
⻄集会所 

主な議題（案） 
1. ⿅ノ台未来まちづくり：中期計画⾻⼦（案） 
2. その他 

以上 


